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例
一
、
底
本
は
、
『
叢
書
集
續
』
收
の
『
明
史
樂
府
』
一
卷
（
光
一
一
年
・
宋
澤
元
校
刊
本
・
懴
庵
）
に
基
づ
い
た
。
二
、
譯
は
、
解
題
・
尤
珍
・
料
・
詩
・
語
釋
・
	釋
の
順
で
竝
ぶ
。
三
、
尤
珍
に
對
す
る
語
釋
は
（
）

に
記
し
た
。
四
、
換
韻
位
置
は
、
訓
讀
の
下
に
」
で
示
し
た
。
21
作
佳
傳

の
殉
臣
、

し
ゅ
う
是 ぜ
修 しゅ
う
（
一
三
五
四
―
一
四
〇
二
）
を
歌
う
。
詩
題
の
「
作
佳
傳
」
は
、
三
楊
の
一
人
楊
士
奇
（
一
三
六
五
―
一
四
四
四
）
が
是
修
の
立
な
傳
（
佳
傳
）
を
し
た
こ
と
を
い
う
。
是
修
、
名
は
、
字
の
是
修
が
世
に
	行
し
た
。
江
西
泰
和
の
人
。
洪
武
末
年
に
明
經
に
げ
ら
れ
、
霍
邱
か
く
き
ゅ
う
訓
・
府
紀
善
・
衡
府
紀
善
を
任
し
、
翰
林
院
で
『
太
實
』
の
纂
修
に
加
わ
っ
た
。
燕
王
（
永
樂
）
の
軍
が
長
江
を
渡
り
、
南
京
の
金
川
門
に
到
る
と
、
是
修
は
解
縉 し
ん・
楊
士
奇
・
胡
（
22「
兩
元
」
參
照
）
等
に
別
れ
を
げ
、
日
に
應
天
府
經
閣
に
入
り
て
自
縊
し
、
義
に
殉
じ
た
。
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）
六
一
六
日
、
年
四
九
。
書
に
『
蒭 す
う
蕘 じょ
う
集
』
六
卷
が
あ
る
。
傳
は
、『
明
史
』
卷
一
四
三
。
當
初
、
解
縉
・
楊
士
奇
・
是
修
・
胡
・
金
幼 よ
う孜 し
・
淮
・
胡
儼
等
は
、
共
に
國
に
殉
じ
る
こ
と
を
束
し
て
い
た
が
、
是
修
以
外
は
そ
の
に
負
い
て
燕
王
に
っ
た
。
後
に
、
是
修
の
傳
を
作
っ
た
楊
士
奇
は
、
轅 え
ん
（
是
修
の
子
）
に
對
し
て
、
「
當
時
、
我
も
亦
た
同 と
も
に
死
せ
ば
、
誰
か
爾 な
ん
じの
父
の
爲
に
傳
を
作
ら
ん
」
（
『
革
除
 事
』
卷
四
）
と
!べ
、
聞
く
"の
失
笑
を
買
っ
た
と
い
う
。
是
修
の
傳
は
楊
士
奇
の
「
是
修
傳
」
以
外
に
も
、
解
縉
の
「

尤
『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
六
）
#本
$一
監
修
・
尤
%
&究
會
譯

是
修
誌
銘
」
や
胡
の
し
た
「
是
修
傳
」
（
佚
）
等
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
詩
が
「
佳
傳
」
と
稱
す
る
楊
士
奇
「
是
修
傳
」
は
記

が
詳
細
で
あ
る
上
に
、
他
の
傳
で
は
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
是
修
の
殉
に
つ
い
て
も
言
し
て
い
る
。
こ
の
	の
事

に
つ
い
て
、
『
四
庫
提
』
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
「
末
に
解
縉
の
作
る
の
誌
銘
び
楊
士
奇
の
作
る
の
傳
を
附
す
、
誌
銘
は
但
だ
京
師
に
歸
り
て
紀
善
と
爲
り
、
翰
林
の
纂
修
に
預
り
て
以
て
死
す
と
の
み
稱
し
、
竟
に
其
の
殉
を
言
わ
ず
、
傳
は
乃
ち
其
の
應
天
府
學
に
自
經
す
る
を
言
う
、
蓋
し
縉
の
誌
を
作
る
は
永
樂
九
年
（
一
四
一
一
）
に
在
り
、
時
に
黨
禁
方
に
嚴
な
り
、
故
に
其
の
事
を
諱 い
む
、
士
奇
の
傳
を
作
る
は
則
ち
宣

四
年
（
一
四
二
九
）
に
在
り
、
時
に
公
論
稍 よ
う
や
く
明
な
り
、
故
に
其
の
實
を
わ
す
也
」
（
『
四
庫
提
』
卷
一
七
〇
・
芻
蕘
集
）。
是
修
の
よ
う
な
建
文
忠
臣
に
關
す
る
傳
や
誌
銘
等
は
、
永
樂
在
世
中
に
は
と
り
あ
げ
く
、
宣
以
後
よ
う
や
く
大
き
な
忌
無
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
世
相
の
推
移
故
に
、
楊
士
奇
は
是
修
の
「
佳
傳
」
を
公
に
す
る
こ
と
が
出
來
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
［
尤
珍
］
紀
善
是
修
楊
士
奇
・
解
縉
・
胡
等
と
同
に
死
せ
ん
と
す
、
後
に
皆
な
に
負
く
、
縉
の
動
靜
を
覘 うか
がわ
使
む
、
方
に
厠
に
入
る
、
回 か
えり
て
家
人
に
問
う
、
曾
て
豬
に
す
る
や
否
や
（
ブ
タ
に
エ
サ
を
や
っ
た
か
）
と
、
縉
笑
い
て
曰
く
、
一
豬
す
ら
お
肯 あ
え
て
て
ず
、
豈
に
肯
て
性
命
を
て
ん
や
と
、
士
奇
是
修
が
爲 た
め
に
傳
を
作
る
、
其
の
子
に
語
り
て
曰
く
、
當
時
吾

も
し
同
に
死
せ
ば
、
誰
か
爾 なん
じが
を
傳
う
る
ぞ
と
、
［
料
］
『
明
史
』
卷
一
四
三
・
是
修
傳
、
同
卷
一
四
八
・
楊
士
奇
傳
、『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
・
壬
午
殉
、
明
楊
士
奇
「
是
修
傳
」
（
『
東
里
文
集
』
卷
二
二
收
）、
明解
縉
「
是
修
誌
銘
」
（
是
修
『
蒭
蕘
集
』
卷
六
附
）、
明
佐
『
革
除
事
』
卷
四
・
是
修
傳
、
明
鄭
曉
『
建
文
遜
國
臣
記
』
卷
五
・
是
修
傳
、
明
李
贄
『
續
書
』
卷
六
・
是
修
傳
、

斯
同
『
明
史
稿
』
卷
一
八
六
・
是
修
傳
、
傅
維
『
明
書
』
卷
一
〇
四
・
是
修
傳
、
錢
 
!『
列
"詩
集
小
傳
』
甲
集
・
紀
善
是
修作
佳
傳
入
學
宮
辭
孔
子
學
宮
に
入
り
孔
子
に
辭
し
衣
帶
題
詩
自
經
死
衣
帶
詩
を
題
し
自
經
し
て
死
す
」
出
史
局
別
同
官
史
局
を
出
で
同
官
に
別
れ
尤
#『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
六
）（
$本
・
尤
#研
究
会
）
95
官
方
豬
不
暇
看
官
方
に
豬
を
う
も
看
る
に
暇
あ
ら
ず
」
一
死
一
生
交
見
一
死
一
生
交
見 あ
らわ
る
留
與

作
佳
傳

な
ん
じが
に
留
與
し
て
佳
傳
を
作
る
」
學
宮
府
學
・
縣
學
の
こ
と
。
孔
子
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
應
天
府
學
（
現
在
の
南
京
夫
子
廟
）
を
さ
す
。
な
お
、
是
修
が
自
經
し
た
こ
こ
應
天
府
學
に
は
、

三
年
（
一
五
七
五
）
に
是
修
を
祀
る
祠
が
建
て
ら
れ
た
。
李
贄
『
續
	書
』
に
は
、「
府
學
、
今
祠
有
り
て
、
公
（
是
修
）
を
祀
る
」
と
あ
る
。
孔
子
こ
こ
で
は
應
天
府
學
の
廟
に
祀
ら
れ
て
い
る
孔
子
像
を
指
す
。
衣
帶
題
詩
衣
帶
は
衣
の
帶
。
題
詩
は
、
詩
を
書
き
つ
け
る
こ
と
。

是
修
が
死
に
際
し
て
辭
世
の
句
を
帶
に
記
し
た
こ
と
を
い
う
。
辭
世
の
句
の

文
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
明
書
』
に
は
、「
自
ら
其
の
衣
帶
に
銘
す
、
略
に
曰
く
、
國
に
在
ら
ば
、
國
に
負
か
ざ
ら
ん
と
欲
し
、

に
在
ら
ば
、

に
負
か
ざ
ら
ん
と
欲
す
、
先
哲
の
淳
風
を
繼
ぎ
、
後
來
の
正
覺
を
開
か
ん
と
欲
す
、
十
餘
年
を
越
ゆ
る
も
、
言
は
皆
な
行
な
わ
れ
ず
、
豈
に
天
に
非
ず
耶 や
、
人
の
門
に
歸
し
、
庶 こい
ね
がわ
く
は
罪
無
か
ら
ん
こ
と
を
」
と
あ
る
。
史
局
翰
林
院
に
あ
る
史
を
修
す
る
部
。
是
修
は
衡
府
紀
善
に
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
衡
王
が
年
く
に
赴
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
是
修
も
共
に
京
師
に
留
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
洪
武
三
一
年
（
一
三
九
八
）
に
洪
武
が
じ
、
八
に
『
太
實
』
纂
の
命
が
下
る
と
、
是
修
も
ま
た
翰
林
院
に
て
そ
の
纂
に
參
與
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
官
同
一
の
官
に
任
職
さ
れ
た
人
。
同
僚
。
こ
こ
で
は
是
修
と
共
に
『
太
實
』
の
纂
に
參
與
し
て
い
た
楊
士
奇
・
解
縉
・

淮
・
胡
・
金
幼
孜
・
胡
儼
等
を
指
す
。
官
お
上
。
豬
不
暇
看
看
は
、
う
、
見
守
る
。
こ
の
「
看
」
字
は
、
第
三
句
の
「
官
」
（
聲
韻
）
と
韻
を
同
じ
く
し
て
い
る
た
め
、
「
み
る
」
（
去
聲
翰
韻
）
の
意
で
は
な
く
、
「
う
、
見
守
る
」
（
聲
韻
）
の
意
に
解
釋
さ
れ
る
。
お
上
は
ブ
タ
を
っ
て
い
た
が
、
（
是
修
は
）
み
る
ひ
ま
が
な
か
っ
た
の
意
。
こ
こ
で
は
一
の
ブ
タ
す
ら
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
 に
、
自
身
の
命
を
て
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
と
し
て
、
胡
に
國
!に
殉
ず
る
意
志
の
な
い
こ
と
を
い
う
。
事
は
、
『
玉
堂
叢
語
』
卷
四
、『
明
語
林
』
卷
一
三
な
ど
に
見
え
る
。
一
死
一
生
交
見
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
時
に
、
は
じ
め
て
友
の
厚
"が
あ
ら
わ
れ
る
。
#
$の
%
て
き
公
（
文
の
時
、
尉
と
爲
る
）
の
故
事
を
ふ
ま
え
る
。『
史
記
』
卷
一
二
〇
・
汲
鄭
列
傳
に
、「
始
め
%公
尉
と
爲
り
、
&客
門
に
'
み
つ
、
廢
せ
ら
る
る
に
(び
、
門
外
は
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
96
雀
羅
を
設
く
可
し
、
公
復
た
尉
と
爲
り
、
客
か
ん
と
欲
す
、
公
乃
ち
大
い
に
其
の
門
に
し
て
曰
く
、
一
死
一
生
乃
ち
交
を
知
る
、
一
貧
一
富
乃
ち
交
態
を
知
る
、
一
貴
一
賤
交
乃
ち
見 あ
らわ
る
」
と
あ
る
。
留
與
と
ど
め
與
え
る
。


お
の
父
親
。
こ
こ
で
は
	是
修
の
こ
と
。
作
佳
傳
佳
傳
は
、
そ
の
人
の
美
事
を

べ
、
功
績
を
宣
揚
す
る
傳
記
。
こ
こ
で
は
、
楊
士
奇
が
	是
修
の
傳
を
記
し
た
こ
と
を
い
う
。
楊
士
奇
自
身
は
そ
の
經
を
、「
是
修
卒
年
四
十
有
九
、
時
に
解
（
縉
）・
胡
（
）・
蕭
（
用
）・
梁
（
潛
）
皆
な

こ
れを
文
字
に
見 あ
らわ
す
、
然
れ
ど
も
屬 しょ
くす
る
こ
と
倉
猝
に
し
て
、
詳
し
き
に
ば
ず
、
今

す
る
こ
と
二
十
有
八
年
矣 な
り、
是
修
を
知
る
、
獨
り
予
在
る
の
み
、
に
君
子
白
の
を
念
す
、
文
皇
日
の
明
は
、
に
其
の
心
を
照
ら
す
、
豈
に
當
に
遂
に
泯
を
す
べ
け
ん
耶 や
、
故
に

べ
て
小
傳
を
爲
り
、
以
て
其
の
子
轅 え
ん
に
授
け
、
焉 こ
れ
を
傳
え
使
む
」
（
『
東
里
文
集
』
卷
二
二
）
と

べ
る
。
た
だ
し
、「
佳
傳
を
作
る
」
と
い
う
表
現
自
體
に
は
、『
晉
書
』
卷
八
二
・
陳
壽
傳
に
「
丁
儀
・
丁

よ
く
魏
に
名
有
り
、
壽
其
の
子
に
謂
い
て
曰
く
、
千
斛
の
米
を
覓 も
とめ
て
與 あ
たえ
見 ら
る
可
く
ん
ば
、
當
に
公
の
爲 た
めに
佳
傳
を
作
る
べ
し
」
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
て
、
否
定

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
め
ら
れ
て
い
る
。
尤
も
ま
た
楊
士
奇
を
貶
め
て
、
「
作
佳
傳
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
學
宮
に
入
っ
て
、
孔
子
像
に
別
れ
を
 げ
、
帶
に
詩
を
記
し
て
、
自
縊
し
た
。
史
局
を
出
て
、
同
僚
た
ち
と
別
れ
、
官
で
は
ち
ょ
う
ど
ブ
タ
を
!っ
て
い
た
が
、
（
胡
の
よ
う
に
）
面
倒
を
み
る
暇
が
な
か
っ
た
。
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
段
に
な
っ
て
、
友
の
厚
"が
あ
ら
わ
れ
る
も
の
だ
。
お
の
父
親
に
留
め
與
え
よ
う
と
、
立
#な
傳
を
書
い
た
。
（
松
野
$之
）
22
兩
元
詩
題
の
「
兩
%元
」
と
は
、
二
人
の
%元
（
科
&の
首
席
第
）。
建
文
に
殉
じ
た
'
(と
、
永
樂
を
)え
た
胡
（
胡
廣
）
が
、
同
じ
%元
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
忠
義
と
姦
佞
に
天
地
ほ
ど
の
*た
り
が
あ
る
こ
と
を
、
對
比
し
て
歌
っ
て
い
る
。
'
(（
一
三
六
四
―
一
四
〇
二
）、
字
は
伯
瀾
、
ま
た
+
。
南
直
（
南
直
隸
・
安
徽
）
貴
池
の
人
で
、
洪
武
二
四
年
（
一
三
九
一
）
の
%元
。
尤
『
擬
明
史
樂
府
』
譯
,（
六
）（
-本
・
尤
研
究
会
）
97
建
文
の
時
、
禮
部
侍
中
を
拜
し
、
方
孝
孺
（
18「
十
族
刑
」
參
照
）
と
共
に
重
用
さ
れ
た
。
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）、
燕
王
が
南
下
を
開
始
す
る
と
、

は
建
文
の
敕
命
を
奉
じ
て
各
地
で
兵
を
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
兵
中
に
あ
っ
た
安
慶
（
南
京
上
游
の
地
）
に
お
い
て
、
京
師

	の
報
に
接
す
る
。

は
そ
の
報
せ
を
聞
い
た
だ
け
で
、
「
吾
が
妻 つ
ま


志
有
り
、
必
ず
辱
め
ら
れ
ず
」
（
『
建
文
遜
國
臣
記
』
卷
三
）
と
妻
が
義
に
殉
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
っ
て
痛
哭
し
た
。
事
實
、
妻
の

氏
は
、
象 ぞ
う奴 ど
に
與
え
ら
れ
る
こ
と
を
み
、
二
人
の
娘
と
家
族
十
餘
人
を
從
え
て
入
水
し
て
果
て
た
の
で
あ
る
。

自
身
は

を
助
け
る
べ
く
ぎ
京
師
に
向
か
う
が
、
李
陽
河
（
一
名
は
東
陽
河
、
長
江
の
支
流
で

の
里
貴
池
に
屬
す
、
安
慶
府
か
ら
六
十
里
ほ
ど
下
っ
た
と
こ
ろ
）
ま
で
っ
た
と
こ
ろ
で
、
建
文
の
遜
位
を
知
る
。
こ
こ
で
意
を
決
し
た

は
、

に
替
え
る
と
東
に
向
か
っ
て
再
拜
し
、
流
中
に
身
を
投
じ
て
義
に
殉
じ
た
。
年
三
九
。
傳
は
『
明
史
』
卷
一
四
三
。
な
お
、
宣
以
後
、
里
の
貴
地
に
は

の
祠
が
建
て
ら
れ
、
そ
こ
に
は
「

夫
人
血
影
石
」
な
る
石
が
傳
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
は


の
妻

氏
が
入
水
す
る
際
に
血
を
吐
い
た
石
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
後
に
は

夫
人
の
義
と
共
に
、
こ
の
血
影
石
を
歌
う
詩
も
多
く
作
ら
れ
た
。
事
は
、『
明
史
』

傳
に
も
收
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
一
人
の
元
で
あ
る
胡
（
一
三
七
〇
―
一
四
一
八
）
は
、
も
と
の
名
は
胡
廣
。
字
は
光
大
、
江
西
吉
水
の
人
。
建
文
二
年
（
一
四
〇
〇
）、
元
に
げ
ら
れ
、
建
文
よ
り
「
」
の
名
を
賜
る
。
そ
れ
は
國

を
ん
じ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
與
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
金
川
門
が

	す
る
と
、
胡
は
解
縉
等
と
共
に
燕
王
を
え
入
れ
、
「
」
の
名
も
棄
て
て
「
廣
」
に
復
名
し
た
。
こ
れ
以
後
は
、
永
樂

の
北
征
に
從
軍
し
て
記
を
と
っ
た
り
、
あ
る
い
は
左
春
坊
大
學
士
を
ね
て
、
『
五
經
大
』
『
四
書
大
』
『
性
理
大
』
の
纂
を
掌
っ
た
り
し
た
。
永
樂
一
四
年
（
一
四
一
六
）、
官
は
文
淵
閣
大
學
士
に
至
る
。
傳
は
『
明
史
』
卷
一
四
七
。
［
尤
珍
］

兵
を
上
江
に
る
、
變
を
聞
き
、
大
い
に
哭
す
、
人
に
謂
い
て
曰
く
、
吾
が
妻

氏
志
有
り
、
必
ず
死
せ
ん
矣
と
、
魂
を
招
い
て
之
を
る
、
明
日
家
人
至
り
て
云
う
、
夫
人
象 ぞ
う奴 ど
に
給
配
せ
ら
れ
、
釵 さ
い釧 せ
んを
持
し
、
佯 いつ
わり
て
出
で
て
酒
肴
を
市 か
わ
令
む
、

に
わ
かに
二
女
を
攜
え
、
家
屬
十
餘
人
と
同
に
、
淮
橋
の
下
に
投
じ
て
死
せ
り
矣
と
、

復
た
哭
す
、
東
陽
河
に
至
る
、

し
、
東
に
向
か
い
て
再
拜
し
、
羅
刹
磯
の
湍
流
の
中
に
投
ず
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
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六
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［
料
］
『
明
史
』
卷
一
四
三
・

傳
、
同
卷
一
四
七
・
胡
廣
傳
、『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
・
壬
午
殉
、
明
佐
『
革
除
事
』
卷
四
・


傳
、
明鄭
曉
『
建
文
遜
國
臣
記
』
卷
三
・

傳
、
明尹
直
「
侍
中
公
言
行
」
（
明
徐
紘
『
明
名
臣

	
』
卷
一
二

收
）、
明
李
贄
『
續
書
』
卷
五
・

傳
、
傅
維
『
明
書
』
卷
一
〇
四
・

傳
兩
元
宋
有
兩
元
宋
に
兩
元
有
り
炎
與
文
山
炎
と
文
山
と
明
有
兩
元
明
に
兩
元
有
り
胡
與
觀
胡
と

と
科
第
同
一
時
科
第
同
に
一
時
忠
姦
天
壤

忠
姦
天
壤
の
」
哉
侍
中
眞
丈
夫
な
る
哉 か
な
侍
中
は
眞
の
丈
夫
夫
人
烈
女
世
亦
無
夫
人
は
烈
女
世
に
亦
た
無
し
「
ず
る
も
甘
擧
室
埋
魚
腹

む
しろ
室
を
げ
て
魚
腹
に
埋 う
ずめ
ら
る
る
に
甘
ん
不
將
身
配
象
奴
身
を
將 も
って
象 ぞ
う奴 ど
に
配
せ
ら
る
る
に
び
ず
」
元
會
試
の
首
席
第
。
科
に
お
け
る
最
試
驗
殿 で
ん試 し
で
、
第
一
位
合
格
を
元
、
同
第
二
位
を
榜 ぼ
う眼 が
ん、
同
第
三
位
を
探 た
ん

か
と
呼
ぶ
。
炎
留 りゅ
う

ぼ
う
炎 え
ん
、
字
は
輔
、
號
は
忠
齋
。
浙
江
衢
州
の
人
で
、
理
宗
の
淳
五
年
（
一
二
四
五
）
の
元
。
左
丞
相
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
元
軍
が
臨
安
に
る
と
、
官
を
棄
て
て
伏
し
た
。
後
、
元
に
二
十
年
仕
え
、
禮
部
書
、
翰
林
學
士
承
旨
を
任
し
た
。
傳
は
『
宋
史
新
 』
卷
一
八
九
。
文
山
文
天
!（
一
二
三
六
―
一
二
八
三
）、
字
は
履
善
、
號
は
文
山
。
江
西
廬
陵
の
人
で
、
理
宗
の
寶
四
年
（
一
二
五
六
）
の
元
。
"
元
年
（
一
二
七
五
）
元
軍
の
#攻
に
抵
抗
し
た
が
、
あ
え
な
く
捕
え
ら
れ
た
。
大
$で
三
年
監
禁
さ
れ
、
%從
を
&
'さ
れ
た
が
、
死
を
誓
っ
て
屈
せ
ず
、
大
義
に
殉
じ
た
。
(書
に
『
文
文
山
先
生
)
集
』
が
あ
り
、「
正
氣
歌
」
で
有
名
。
傳
は
『
宋
史
』
卷
四
一
八
。
胡

胡
廣
の
こ
と
。
「
」
は
元
に
げ
ら
れ
た
際
に
、
建
文
*
か
ら
賜
っ
た
名
。
解
題
參
照
。
科
第
科

第
を
い
う
。
第
は
、
+績
の
序
列
の
意
。
侍
中
官
名
。
建
文
*の
時
、
六
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
書
・
侍
中
・
侍
,が
置
か
れ
た
が
、
永
樂
*に
よ
っ
て
侍
中
は
廢
止
さ
れ
た
。
『
明
史
』
卷
七
二
・
職
官
志
一
參
照
。
こ
こ
で
は
禮
部
侍
中
で
あ
っ
た

を
指
す
。
尤
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室
一
家
を
げ
て
。
丈
夫
心
身
と
も
に
人
竝
み
優
れ
た
立
な
男
。
ま
す
ら
お
。
埋
魚
腹
水
中
に
溺
死
す
る
こ
と
を
い
う
。『
楚
辭
』
漁
父
に
、「

む
しろ
湘
流
に
赴
き
て
、
江
魚
の
腹
中
に
ら
る
る
と
も
、
安 い
ずく
ん
ぞ
能
く

の
白
き
を
以
て
し
て
、
世
俗
の
塵
埃
を
蒙
ら
ん
乎 や
」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。
配
め
あ
わ
せ
る
。
象
奴
象
を
育
す
る
奴
隸
。
當
時
、
象
は
東
南
ア
ジ
ア
各
國
か
ら
貢
獻
さ
れ
、
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
宮
中
で
は
常
に
象
が
育
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
世
話
を
す
る
象
奴
が
必
と
さ
れ
た
。
『
明
史
』
卷
七
六
・
職
官
志
・
錦
衣
に
、
「
馴 じ
ゅ
ん
象 ぞ
う
	は
、
象
奴
・


象
を
領
し
、
以
て
會
の
陳
列
・
駕
輦
・
寶
の
事
に
供
す
」
と
あ
る
。
な
お
、『
明
史
紀
事
本
末
』
に
依
れ
ば
、

の
妻
以
外
に
も
、
同
じ
く
建
文
に
殉
じ
た
侯
泰
の
妻
も
象
奴
に
配
さ
れ
て
い
る
。
宋
代
に
は
、
二
人
の
元
が
い
た
、
留
炎
と
文
文
山
と
。
明
代
に
も
、
二
人
の
元
が
い
た
、
胡
と

と
。
科

第
は
、
同
じ
時
代
で
あ
っ
た
が
、
忠
義
と
姦
佞
に
は
、
天
と
地
ほ
ど
の
た
り
が
あ
る
。
立
な
こ
と
で
あ
る
、
侍
中
は
眞
の
ま
す
ら
お
、
夫
人
も
世
に
も
稀
な
る
烈
女
。
む
し
ろ
一
家
を
げ
て
、
魚
の
餌
と
な
ろ
う
と
も
、
そ
の
身
を
象
奴
の
妻
に
と
さ
れ
る
に
は
び
な
い
。
（
松
野
之
）
23
一
郡
守

の
殉
臣
、
姚 よ
う善 ぜ
んを
歌
う
。
詩
題
の
一
郡
守
は
、
一
介
の
地
方
長
官
の
こ
と
。
蘇
州
知
府
で
あ
っ
た
姚
善
を
い
う
。
姚
善
（
一
三
六
〇
―
一
四
〇
二
）、
字
は
克
一
、
湖
廣
（
湖
北
）
安
陸
の
人
。
洪
武
年
（
一
三
六
八
―
一
三
九
八
）
の
人
。
祁
門
縣
丞
・
廬
州
同
知
・
重
慶
同
知
等
を
任
し
、
洪
武
三
〇
年
（
一
三
九
七
）、
蘇
州
知
府
に
任
命
さ
れ
た
。

の
變
が
こ
る
と
、
あ
ら
か
じ
め
江
・
常
州
・
嘉
興
・
松
江
の
四
郡
守
と
結
び
、
民
兵
を
訓
し
て
 王
の
誓
い
を
立
て
た
。
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）、
蘇
州
を
含
む
五
郡
の
兵
を
統
!す
る
敕
命
を
受
け
た
が
、
"兵
中
に
京
師
が
#
し
て
し
ま
う
。

を
$れ
た
子
澄
が
、
蘇
州
に
や
っ
て
來
て
共
に
再
を
は
か
ろ
う
と
誘
う
が
、
姚
善
は
「
公
は
去
る
可
し
、
善
は
去
る
可
か
ら
ず
、
公
は

臣
、
四 よ
も
に
%き
て
號
召
し
興
復
を
圖
る
可
し
、
善
が
職
は
守
土
、
義
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
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當 ま
さ
に
と
存
す
べ
し
」
（
『
建
文
遜
國
臣
記
』
卷
五
）
と
言
っ
て
こ
れ
を
斷
っ
た
。
知
府
と
し
て
燕
王
に
徹
底
抗
戰
す
る
勢
を
と
っ
た
姚
善
で
あ
っ
た
が
、
ほ
ど
な
く
し
て
直
屬
の
部
下
許
千
（
千
は
官
名
）
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
燕
王
は
「

な
ん
じは
一
郡
守
な
り
、
乃
ち
敢
て
兵
し
我
に
抗 あら
がう

か
」
（
同
上
）
と
詰
問
す
る
も
、
姚
善
は
最
後
ま
で
	を
曲
げ
ず
、
刑
死
し
た
。
建
文
四
年
七

一
〇
日
、
年
四
三
。
傳
は
『
明
史
』
卷
一
四
二
、『
建
文
遜
國
臣
記
』
卷
五
な
ど
。
姚
善
の
友
人

こ
う鉞 え
つ
（
？
―
一
四
〇
三
）
は
、
字
は
叔
揚
、
南
直
（
江
蘇
）
常
熟
の
人
。
建
文
二
年
（
一
四
〇
〇
）
の
士
。
京
師
が

し
た
時
に
は
里
に
て
父
の
喪
に
し
て
い
た
。
共
に
建
文
の
た
め
に
身
を
捧
げ
よ
う
と
誓
い
あ
っ
た
鉞
は
、
姚
善
刑
死
の
報
せ
を
聞
く
と
、
琴
川
橋
に
赴
き
、
か
つ
て
の
誓
い
に
從
っ
て
入
水
し
義
に
殉
じ
た
。
傳
は
、
『
明
史
』
卷
一
四
三
、『
建
文
遜
國
臣
記
』
卷
五
な
ど
。
當
時
、
燕
王
の
兵
が
姚
善
に
な
る
を
捕
ら
え
ま
わ
っ
て
い
た
た
め
、
鉞
の
家
族
は
た
だ
れ
お
の
の
く
だ
け
で
そ
の
骸
を
探
し
求
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
對
し
て
、
同
門
の
楊
は
日
夜
、
橋
の
傍
ら
で
哭
し
、
鉞
の
骸
を
探
し
求
め
た
の
で
あ
る
。
數
日
の
後
、
鉞
の
骸
が
如
と
し
て
水
中
よ
り
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
楊

は
友
人
の
體
を
い
て
慟
哭
し
、
禮
を
盡
し
て
埋
し
た
と
い
う
。
鉞
の
傳
は
、『
明
史
』
卷
一
四
三
、『
建
文
遜
國
臣
記
』
卷
五
な
ど
。
［
尤
珍
］
蘇
州
知
府
姚
善
五
郡
に
し
て
王
せ
ん
と
す
、
子
澄
至
り
、
共
に
に
航
せ
ん
と
謀
る
、
善
曰
く
、
公
は
臣
、
四 よ
もに
出
で
て
號
召
す
可
し
、
善
は
守
土
、
當 ま
さに
と
存
す
べ
し
と
、
後
、
許
千
に
 
し
獻
ぜ
爲 ら
る
、
文
皇
（
燕
王
）
曰
く
、

な
ん
じは
一
郡
守
な
り
、
乃
ち
敢
て
兵
し
我
に
抗 あら
がう
と
、
善
屈
せ
ず
、
之
を
磔 た
くす
、
給
事

こ
う鉞 え
つ
方
孝
孺
の
書
を
以
て
善
に
!し
、
國
に
（
身
を
）
許
す
を
相
い
期
す
、
善
死
す
、
鉞
琴
川
橋
に
登
り
、
哭
し
て
之
を
祭
り
、
奮
身
入
水
し
て
死
す
、
友
人
楊
日
夜
橋
の
側
に
泣
く
、
數
日
に
し
て
尸
忽
ち
自
ら
水
中
よ
り
出
立
す
、
王
"・
韓 か
ん奕 え
きは
、
#門
の
高
隱
、
皆
な
善
の
禮
す
る
$の
士
也
、［
%料
］
『
明
史
』
卷
一
四
二
・
姚
善
傳
、
同
卷
一
四
三
・
鉞
傳
、『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
・
壬
午
殉
&、
明
佐
『
革
除
事
』
卷
四
・
姚
善
傳
、
明鄭
曉
『
建
文
遜
國
臣
記
』
卷
五
・
姚
善
傳
、
同
卷
五
・
鉞
傳
、
明
焦
'『
國
獻
(
)』
卷
八
三
・
姚
善
傳
、
同
卷
八
〇
・
鉞
傳
、
*錢
+
,『
列
詩
集
小
傳
』
甲
集
・
王
"傳
、
同
甲
集
・
韓
奕
傳
一
郡
守
尤
-『
擬
明
史
樂
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譯
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一
郡
守
敢
擧
兵
一
郡
の
守
敢
て
兵
す
誰
共
事
太
卿
誰
か
事
を
共
に
せ
ん
太
卿
」
公
臣
可
四
出
公
は
臣
四 よ
もに
出
づ
可
し
善
土
臣
守
吾
職
善
は
土
臣
吾
が
職
を
守
ら
ん
給
事
來
同
戮
力
給
事
來
た
り
同
に
力
を
戮 あ
わせ
誓
捐

報
希
直

み
を
捐 す
て
て
希
直
に
報
ぜ
ん
と
誓
う
」
君
不
見
君
見
ず
や
楊
生
慟
哭
琴
川
水
楊
生
慟
哭
す
琴
川
水
公
沈
屍
忽
自

公
の
沈
屍
忽
ち
自
ら
つ
王
韓
奕
兩
山
人
王
韓
奕
兩
山
人
何
不
夷
門
公
子
何
ぞ
夷
門
に
公
子
を
ら
ざ
る
」
郡
守
も
と
邊
境
の
郡
を
守
る
武
官
職
。
秦
	以

は
地
方
長
官
の
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
蘇
州
知
府
で
あ
っ
た
姚
善
を
さ
す
。
太
卿
太
卿
、
ち
太
常
寺
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た
子
澄
の
こ
と
。
太
常
寺
は
祭
祀
禮
樂
の
事
を
掌
り
、
卿
は
そ
の
長
官
（
正
三
品
）。
『
明
史
』
卷
七
四
・
職
官
志
三
參
照
。
子
澄
（
一
三
五
〇
―
一
四
〇
二
）、
江
西
分
宜
の
人
。
名
は

し
ょ
く、
字
の
子
澄
で
知
ら
れ
た
。
洪
武
一
八
年
（
一
三
八
五
）
の
元
。
翰
林
院
修
・
同
修
撰
・
太
常
寺
卿
を
任
し
た
。
建
文
が
位
す
る
と
、
翰
林
學
士
を
任
し
て
齊
泰
（
？
―
一
四
〇
二
）
と
共
に
國
政
に
參
與
。
彼
等
が
定
め
た

政
策
が
、
結
果
に
「

の
變
」
を
引
き
こ
し
た
。
京
師

の
後
は
、
再
を
圖
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
燕
王
に
捕
え
ら
れ
、
磔
に
さ
れ
る
。
こ
の
の
經
を
、
『
明
史
』
本
傳
は
、
「
（
子
澄
は
）
善
と
に
航
し
兵
を
乞
わ
ん
と
欲
す
、
善
可 き
か
ず
、
乃
ち
嘉
興
の
楊
任
に
就
て
事
を
げ
ん
と
謀
る
も
、
人
に
げ
爲 ら
れ
、
倶
に
執
え
被 ら
る
」
と
ま
と
め
る
。
傳
は
『
明
史
』
卷
一
四
一
、
斯
同
『
明
史
』
卷
一
八
三
な
ど
。
臣

で
職
に
あ
る
臣
下
、
中
央
官
。
こ
こ
で
は
、
子
澄
を
い
う
。
四
出
四
方
へ
出
向
く
こ
と
。『
宋
史
』
卷
一
九
四
・
兵
志
八
に
、「
京
師
の
兵
 に
少 すく
なし
、
必
ず
須
ら
く
使
!を
し
て
四
に
出
で
、
大
い
に
召
"を
加
え
使
む
べ
し
」
と
あ
る
。
土
臣
天
子
の
た
め
に
土
地
を
守
る
臣
下
、
地
方
官
。
こ
こ
で
は
、
「
守
土
臣
」
を
「
土
臣
」
と
表
現
し
て
「
臣
」
と
對
比
さ
せ
た
。
蘇
州
知
府
で
あ
っ
た
姚
善
を
い
う
。
給
事
官
名
。
給
事
中
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
刑
科
給
事
中
で
あ
っ
た
鉞
を
さ
す
。
鉞
は
、
方
孝
孺
か
ら
京
師
を
補
佐
し
得
る
郡
守
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
際
、
蘇
州
知
府
で
あ
る
姚
善
を
#め
、
方
孝
孺
の
書
を
姚
善
に
屆
け
た
。
そ
の
書
に
は
、
「
$む
る
に
忠
孝
を
以
て
中
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し
、
力
を
王
室
に
戮 あ
わせ
、
時
艱
を
濟 す
くわ
ん
と
期
す
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
讀
ん
だ
姚
善
・
鉞
の
二
人
は
慟
哭
し
、
と
も
に
國
に
殉
じ
る
こ
と
を
誓
い
あ
っ
た
。
京
師

の
後
、
姚
善
刑
死
の
報
せ
に
接
し
た
鉞
は
、
「
吾
君
と
同 と
も
に
國
恩
を
受
く
、
國
に
有
り
、
義
同
に
身
を
許
す
、
今
君
希
直
（
方
孝
儒
）
と
同
に
死
す
、
吾
義
に
背
き
獨
り
生
く
る
に
び
ん
乎
や
」
（
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
）
と
言
っ
て
入
水
し
た
と
い
う
。
戮
力
力
を
合
わ
せ
る
。
一
協
力
す
る
。『
左
傳
』
昭
二
五
に
、「
力
を
戮 あ
わせ
心
を
壹 い
つに
し
、
好 こ
う惡 お
之
を
同
じ
う
す
」
と
あ
る
。
希
直
方
孝
孺
の
字
。
方
孝
孺
は
、
18「
十
族
刑
」
參
照
。
楊
生
楊
の
こ
と
。
生
は
男
子
に
對
す
る
稱
。
楊
と
鉞
は
、
共
に
楊 よ
う
	
え
い
（
楊
の
父
）
に
つ
い
て
學
ん
だ
同
門
の
徒
で
あ
り
、
楊

も
ま
た
「
古
行
有
り
」
と

さ
れ
る
。
傳
は
、
『
國
獻

』
卷
八
〇
・
鉞
傳
附
。
琴
川
ま
た
琴
水
と
も
い
う
。
鉞
の
里
常
熟
を
流
れ
る
川
。
常
熟
の
西
北
山
を
源
と
し
、
東
に
流
れ
て
常
熟
に
至
り
、
元
和
塘
に
け
る
。
王

字
は
仲
光
、
南
直
（
江
蘇
）
長
洲
の
人
。
經
に
じ
、
特
に
醫
に
秀
で
て
い
た
。
身
妻
を
娶
ら
ず
に
母
に
孝
行
を
盡
く
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
姚
善
は
、
陋
巷
に
ん
で
い
た
王
の
も
と
を
、
禮
を
盡
く
し
て
訪
問
し
親
交
を
結
ん
だ
。
傳
は
『
列
詩
集
小
傳
』
甲
集
。
韓
奕
字
は
公
、
南
直
（
江
蘇
）
縣
の
人
。
理
學
に
專
心
し
、
醫
に
優
れ
る
。
當
時
、
地
方
の
人
び
と
は
王
と
韓
奕
を
高
な
隱
士
と
し
て
竝
稱
し
て
い
た
。
『
明
史
』
姚
善
傳
に
は
、
「
（
善
は
）
好
く
を
折
り
て
士
に
下
り
、
隱
士
王
・
韓
奕
・
兪
貞
木
・
錢
の
輩
を
禮
す
」
と
あ
り
、
韓
奕
等
隱
士
が
姚
善
に
厚
を
受
け
た
こ
と
が
見
え
る
。
書
に
『
韓
山
人
集
』
が
あ
る
。
傳
は
『
列
詩
集
小
傳
』
甲
集
。
山
人
世
を
す
て
て
山
中
に
む
隱
士
を
い
う
。
明
末
に
は
、
醫
や
占
卜
を
生
業
と
し
た
り
、
あ
る
い
は

 の
官
吏
・
宦
官
等
と
結
ん
で
流
言
を
廣
め
た
り
す
る
い
か
が
わ
し
い
人
び
と
と
も
見
ら
れ
て
い
た
。
尤
!も
ま
た
い
か
が
わ
し
さ
を
こ
め
て
王
・
韓
奕
の
こ
と
を
「
山
人
」
と
呼
ぶ
。
山
人
に
つ
い
て
は
、
『
"
#野
$
%』
卷
二
三
・
山
人
、
同
補
&卷
三
・
刑
部
・
山
人
蜚
語
、
金
文
京
「
中
國
'世
に
お
け
る
知
識
人
の
性
格
明
代
の
山
人
を
手
が
か
り
と
し
て
」
（
「
中
國
史
學
」
七
卷
、
一
九
九
八
年
一
(）、
同
「
明
代
"
#年
)の
山
人
の
活
動
」
（
「
東
洋
史
*究
」
第
六
一
卷
第
二
號
、
二
〇
〇
二
年
九
(）
等
參
照
。
夷
門
公
子
夷
門
は
、
戰
國
魏
の
+
,大
梁
（
河
南
開
封
）
の
東
門
。
尤
!『
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魏
の
公
子
信
陵
君
と
魏
の
隱
士
侯 こ
う

え
いの
故
事
を
ふ
ま
え
る
。
夷
門
の
門
番
で
あ
っ
た
侯
と
そ
の
友
人
朱 し
ゅ亥 が
いは
、
信
陵
君
み
ず
か
ら
が
出
え
る
と
い
う
厚
を
受
け
て
い
た
。
秦
が
趙
を
攻
め
た
際
、
信
陵
君
は
死
を
賭
し
て
趙
を
救
お
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
朱
亥
は
從
軍
し
て
信
陵
君
の
た
め
に
働
き
、
侯
は
老
齡
の
た
め
從
軍
で
き
な
い
の
で
、
夷
門
で
信
陵
君
に
良
策
を
傳
え
、
更
に
は
な
む
け
と
し
て
み
ず
か
ら
の
首
を
刎
ね
た
。
事
は
、
『
史
記
』
卷
七
七
・
魏
公
子
列
傳
に
詳
し
い
。
本
詩
で
は
、
姚
善
に
厚
さ
れ
た
王
・
韓
奕
が
、
侯
・
朱
亥
の
よ
う
に
そ
の
恩
に
報
い
な
か
っ
た
こ
と
を
非
す
る
。
一
郡
の
守
た
る
姚
善
は
、
敢
え
て
兵
し
た
、
誰
が
協
力
す
る
の
か
、
	太
卿
。
公 あ
な
たは
中
央
官
、
四
方
へ
赴
く
べ
き
だ
、
善 わ
た
しは
地
方
官
、
自
分
の
職
を
守
ろ
う
。
給
事
	鉞
が
來
て
、
共
に
力
を
合
わ
せ
、
身
を

て
て
、
方
希
直
に
報
い
よ
う
と
誓
う
。
ご
ら
ん
。
楊
が
琴
川
で
慟
哭
す
る
と
、
	鉞
の
沈
ん
で
い
た
屍
が
、
ふ
い
に
き
あ
が
っ
て
き
た
。
王
・
韓
奕
の
二
人
の
山
人
は
、
ど
う
し
て
夷
門
で
、
公
子
を
見
ら
な
か
っ
た
の
か
。
（
松
野
之
）
24
閤
門
使

の
殉
臣
、
劉

け
いを
歌
う
。
詩
題
の
閤
門
こ
う
も
ん使 し
は
官
名
。
旨
命
を
う
け
て
、
乘
輿
・
會
・
宴
な
ど
に
供
奉
し
、
失
態
を
犯
し
た
を

彈
す
る
こ
と
を
掌
る
。
こ
こ
で
は
閤
門
使
で
あ
っ
た
劉
を
い
う
。
劉
（
？
―
一
四
〇
二
）、
字
は
仲
、
浙
江
田
の
人
、
開
國
の
功
臣
劉
基
（
５
「
田
行
」
參
照
）
の
男
。
軍
略
に
優
れ
、
州
で
叛
亂
が
こ
っ
た
際
に
は
、
そ
の
獻
策
に
よ
っ
て
を
破
っ
て
い
る
。
洪
武
二
三
年
（
一
三
九
〇
）、
は
父
の
位
を
嗣
が
せ
よ
う
と
し
た
が
、
劉
は
甥
の
劉
（
長
兄

れ
ん
の
子
）
を
め
て
辭
し
た
。
こ
れ
を
喜
ん
だ
は
、
位
は
劉
に
嗣
が
せ
、
劉
を
閤
門
使
に
任
命
。
鐵
 
を
授
け
て
奸
佞
な
輩
を
取
り
締
ま
ら
せ
た
と
い
う
。
劉
は
職
務
を
忠
實
に
!う
し
て
嚴
格
に
法
を
"用
し
た
た
め
、

#か
ら
畏
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
ま
た
ま
洪
武
が
年
$い
谷
王
の
輔
佐
役
の
人
%に
惱
ん
で
い
た
の
で
、
大
臣
&は
「
閤
門
使
劉
、
忠
'果
敢
、
任
ず
可
し
」
（
『
建
文
遜
國
臣
記
』
卷
五
）
と
(言
し
、
彼
等
に
と
っ
て
厄
介
な
閤
門
使
劉
を
推
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
洪
武
二
四
年
（
一
三
九
一
）
八
)、
劉
は
谷
王
府
左
長
史
に
轉
任
。
さ
ら
に
、
谷
王
や
燕
王
を
含
む
六
人
の
王
の
こ
と
を
*せ
て
取
り
仕
切
る
よ
う
に
任
さ
れ
た
と
い
う
。
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あ
る
日
、
王
命
に
よ
り
劉
が
燕
王
府
に
赴
い
た
折
り
に
、
燕
王
と
圍
碁
を
打
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
劉
が
ち
を
お
さ
め
、
燕
王
が
「
少
し
は
讓
る
氣
は
な
い
の
か
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
劉
は
「
讓
る
可
き
處
は
、
敢
て
讓
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
讓
る
可
か
ら
ざ
る
處
は
、

敢
て
讓
ら
ざ
る
也
」
（
同
上
）
と
應
え
た
と
い
う
。
劉
の
剛
直
さ
を
示
す
話
柄
で
あ
り
、
劉
の
各
傳
に
見
え
る
。

の
變
が
こ
る
と
、
劉
は
谷
王
に
隨
っ
て
京
師
に
入
っ
た
。
李
景
に
從
っ
て
線
へ
赴
い
た
が
、
度
々
の
獻
策
は
聞
き
入
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
敗
走
し
、
建
文
三
年
（
一
四
〇
一
）
や
む
な
く
歸
	し
た
。
燕
王
が
京
師
を

し
、
永
樂
と
し
て
位
す
る
と
、
は
劉
と
の
接
見
を
ん
だ
。
し
か
し
劉
の
方
は
永
樂
の
こ
と
を
「
殿
下
」
と
稱
し
て
、
皇
に
對
す
る
禮
を
と
ら
ず
、
そ
の
上
「
殿
下
は
百
世
の
後
、
一
箇
の
字
（
簒
）
を
れ
得
ず
」
（
同
上
）
と
非
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
劉
は
詔
獄
に
繋
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
最
後
ま
で
燕
王
を
み
、
獄
中
に
自
經
し
て
義
に
殉
じ
た
。
書
に
『
易
齋
集
』
二
卷
が
あ
る
。
傳
は
『
明
史
』
卷
一
二
八
、『
建
文
遜
國
臣
記
』
卷
五
な
ど
。
［
尤
珍
］
劉

閤
門
使
爲
た
り
、
太

鐵
を
賜
い
、
不
職
な
る
（
任
に
堪
え
な
い
）
を

た
だ
さ
令
む
、
に
谷
王
の
長
史
を
授
け
ら
れ
、
ね
て
肅
・
・
度 マ
マ・
・
燕
・
趙
六
王
の
事
を
提
す
、
嘗
て
燕
に
至
り
王
と

え
き
（
圍
碁
）
す
、

つ
、
王
曰
く
、
公
少
し
も
我
に
讓
ら
ざ
る
耶 か
と
、

色
を
正
し
て
曰
く
、
讓
る
可
き
は
則
ち
讓
る
も
、
讓
る
可
か
ら
ざ
る
は
、

敢
て
讓
ら
ざ
る
也 な
り
と
、
革
命
の
日
、

と
ら
え
ら
れ
至
り
、
上
に
見 ま
み
ゆ
る
も
お
殿
下
と
稱
す
、
且
つ
曰
く
、
殿
下
百
世
の
後
、
一
个
の
字
（
簒
）
を
れ
得
ず
と
、
［
料
］
『
明
史
』
卷
一
二
八
・
劉
傳
、『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
・
壬
午
殉
、
明鄭
曉
『
建
文
遜
國
臣
記
』
卷
五
・
劉
傳
、『
國
 獻
!
"』
卷
一
〇
五
・
劉
傳
、
明李
贄
『
續
#書
』
卷
七
・
劉
傳
、
$査
繼
佐
『
罪
惟
"』
卷
八
中
・
劉
傳
、
明沈
%潛
『
&
'野
(
)』
卷
五
・
劉
鐵
、
明
王
世
貞
『
*山
堂
別
集
』
卷
二
一
・
史
乘
考
+二
、
$錢
,
-『
列
 詩
集
小
傳
』
甲
集
・
劉
基
附
閤
門
使
閤
門
使
閤
門
使
鐵
賜
鐵
の
賜
谷
長
史
谷
長
史
理
六
王
事
ね
て
理 お
さむ
六
王
の
事
尤
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當
局
不
敢
讓
局
に
當
り
て
敢
て
讓
ら
ず
臣
義
應
如
是
臣
の
義
應
に
是 か
くの
如 ご
とか
る
べ
し
殿
下
百
世
後
殿
下
百
世
の
後

一
个
字
一
个
の
字
を
れ
し
」
下
詔
獄
徽
髮
死
詔
獄
に
下
さ
れ
徽
髮
し
て
死
す
嗟
乎
此
眞
文
子
嗟
乎
あ
あ
此
れ
眞
に
文
の
子
な
り
張
辟
疆
豚
犬
耳
張
辟 へ
き
疆 きょ
うは
豚
犬
耳 の
み」
閤
門
使
こ
こ
で
は
劉
の
こ
と
を
指
す
。
劉
が
閤
門
使
の
任
に
あ
っ
た
の
は
、
洪
武
二
三
年
（
一
三
九
〇
）
よ
り
、
二
四
年
八
ま
で
。
そ
の
在
任
中
に
は
、
法
令
に
嚴
格
な
こ
と
で
名
を
知
ら
れ
た
袁
泰
（
？
―
一
三
九
二
）
ま
で
も

た
だ
し
、
	

で
畏
れ
ら
れ
た
と
傳
え
ら
れ
る
（『
明
史
』
卷
一
二
八
、『
國
	獻

』
卷
一
〇
五
な
ど
）。
鐵

鐵
製
の
。
は
笏
の

。
洪
武
よ
り
閤
門
使
と
し
て
、
奸
臣
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
賜
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
『
國
	獻

』
卷
一
〇
五
に
は
、「
殿
に
當
た
り
、
を
以
て
其
の
項
を

つ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
賜
っ
た
鐵
に
は
、
「
除
奸
摘
佞
」
（
奸
を
除
き
佞
を
摘
む
）
の
四
字
が
金
字
で
書
か
れ
て
い
た
（『
建
文
遜
國
臣
記
』
卷
一
、『
續
書
』
卷
七
、『

野

』
卷
五
な
ど
）。
谷
長
史
谷
王
府
の
長
史
。
長
史
は
官
名
。
王
府
長
史
司
長
官
、
左
右
一
人
づ
つ
置
か
れ
、
劉
は
左
長
史
で
あ
っ
た
。
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）
に
參
軍
府
參
軍
と
し
て
設
け
ら
れ
、
一
四
年
に
は
正
五
品
に
品
秩
を
上
げ
て
い
る
。
中
央
と
の
絡
・
奏
上
や
王
府
の
政
令
・
庶
務
を
掌
り
、
王
を
輔
弼
し
た
。『
明
史
』
卷
七
二
・
職
官
志
參
照
。
谷
王
は
、
す
な
わ
ち
朱

け
い
（
一
三
七
九
―
一
四
二
八
）。
洪
武
の
第
一
九
子
。
洪
武
二
四
年
（
一
三
九
一
）
に
谷
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
二
八
年
、
實
際
に
宣
府
に
赴
任
し
た
。

の
變
に
際
し
て
は
、
京
師
に
赴
い
て
防
衞
に
あ
た
っ
た
が
、
結
局
金
川
門
を
開
い
て
燕
王
を

え
入
れ
た
。
こ
の
功
に
よ
り
燕
王
の
位
後
は
、
長
沙
王
に
改
封
さ
れ
た
が
、
驕
慢
な
振
る
い
が
目
立
っ
た
た
め
、
永
樂
一
五
年
（
一
四
一
七
）、
庶
人
に
と
さ
れ
、
王
府
は
 
!さ
れ
た
。
六
王
肅
王
朱
"
え
い・
#王
朱
植
・
慶
王
朱
檣 しょ
う
（
尤
珍
$は
「
度 △
（
王
）」
に
%る
）
・
&王
朱
'・
燕
王
朱
棣 て
い
（
後
の
永
樂
）・
趙
王
朱
杞 き
の
六
人
の
王
。
特
に
、
夭
(し
た
趙
王
以
外
の
五
王
は
塞
王
と
呼
ば
れ
、
)大
な
軍
事
'を
有
し
、
モ
ン
ゴ
ル
の
*攻
に
備
え
て
い
た
。
當
局
碁
を
う
つ
。
局
は
、
棋
局
。
碁
盤
の
こ
と
。
當
時
の
局
面
を
+ね
て
い
う
。
一
个
字
一
字
。
こ
こ
で
は
燕
王
の
簒
奪
を
非
す
る
「
簒
」
字
を
い
う
。
詔
獄
天
子
の
特
別
法

。
錦
衣
衞
の
獄
と
も
言
わ
れ
る
。
錦
衣
衞
は
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
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正
規
の
機
關
で
あ
る
三
法
司
（
察
院
・
刑
部
・
大
理
寺
）
の
限
外
に
あ
る
皇
直
屬
の
特
務
機
關
で
、
監
察
と
刑
獄
を
掌
っ
た
。
そ
の
取
り
べ
は
苛
烈
を
極
め
、
生
き
て
釋
放
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
と
ま
で
言
わ
れ
た
。
洪
武
二
〇
年
（
一
三
八
七
）、
詔
獄
は
一
時
に
廢
さ
れ
た
が
、
永
樂
の
時
に
復
活
し
、
北
撫
司
が
治
め
た
。『
明
史
』
卷
九
三
・
刑
法
志
に
、
「
或
い
は
本
よ
り
死
の
理
無
し
、
而
れ
ど
も
片
紙
も
て
詔
獄
に
付
せ
ば
、
を
爲
す
こ
と
尤
も
烈
し
」
と
あ
る
。
徽
髮
死
徽
は
繩
を
な
う
こ
と
。
こ
こ
で
は
自
分
の
髮
を
	ん
で
、
縊
れ
て
死
ぬ
こ
と
。
劉

の
最
期
に
關
し
て
は
、「
辮
髮
し
て
自
經
す
」
と
記
す
料
（『
國
獻

』
卷
一
〇
五
、『
續
書
』
卷
七
な
ど
）
や
、
「
獄
中
に
縊
死
す
」
と
記
す
料
（『

野

	』
卷
五
）
も
あ
る
。
文

劉
基
の
諡
。
劉

の
父
で
、
開
國
の
功
臣
。
優
れ
た
軍
略
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
の
高
劉
邦
を
助
け
た
張
良
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
（
５
「
田
行
」
參
照
）。
劉

が
閤
門
使
に
任
命
さ
れ
る
以
、
州
の

丁
香
が
叛
亂
を
こ
し
た
。
そ
の
際
、
安
侯

宗
は
劉

の
獻
策
を
用
い
て
こ
れ
を
討
伐
し
、
洪
武
は
、
「

は
眞
に
伯
（
劉
基
）
の
兒
矣 な
り
」
（
『
明
史
』
本
傳
、
『
建
文
遜
國
臣
記
』
卷
五
な
ど
）
と
言
っ
て
稱
贊
し
た
。
張
辟
疆

の
功
臣
張
良
の
子
、
沛
郡
父
の
人
。
惠
が
じ
た
時
（
一
八
八
）
に
侍
中
と
な
り
、
劉
氏
に
忠
 を
盡
く
さ
ず
、
呂
氏
に
加
擔
し
た
。
呂
太
后
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
、
張
辟
疆
は
呂
氏
一
族
の
!擢
を
"言
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
呂
氏
の
亂
」
の
發
端
と
な
り
、
時
政
を
亂
し
た
。
豚
犬
ブ
タ
と
犬
。
出
來
の
惡
い
子
を
い
う
。
『
三
國
志
』
卷
四
七
・
#
$傳
に
引
く
晉胡
冲
『
#
%』
に
、「
公
（
曹
操
）
は
舟
船
・
&仗
・
軍
伍
の
整
肅
な
る
を
見
て
、
喟
然
と
し
て
歎
じ
て
曰
く
、
子
を
生
み
て
は
當
に
孫
仲
謀
（
#
$孫
）
の
如
か
る
べ
し
、
劉
景
升
（
劉
表
）
の
兒
子
は
豚
犬
の
'き
耳 の
みと
」
と
あ
る
。
閤
門
使
と
し
て
、
鐵
(を
賜
り
、
谷
王
府
の
長
史
と
し
て
、
六
王
の
事
も
)せ
て
取
り
仕
切
っ
た
。
圍
碁
を
打
っ
て
も
、
決
し
て
讓
*し
な
い
、
臣
の
義
は
、
こ
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
だ
。
殿
下
は
、
百
世
の
後
ま
で
、
簒
の
一
字
か
ら
+れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
詔
獄
に
下
さ
れ
、
髮
を
	み
縊
れ
て
死
ん
だ
。
あ
あ
、
ま
こ
と
に
劉
文
,の
子
で
あ
る
。
張
辟
疆
な
ど
は
、
豚
犬
に
す
ぎ
な
い
。
（
松
野
-之
）
尤
.『
擬
明
史
樂
府
』
譯
/（
六
）（
0本
・
尤
.研
究
会
）
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